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 抄 録 

石川県では水害が頻繁に発生している地区を守るため、河川改修事業を進めており、

隣接する家屋、道路等の移設を検討している。検討する際には、最適な基礎情報であ

る地形図（平面図）が必要であり、事業を迅速に進めるため、国土地理院地図と

を利活用した地形図を用いて各種移設の検討を進めることとした。本稿では、その業

務概要及び活用事例について当社の取り組みを紹介する。

   
  

1．はじめに 
内閣府は、｢第5期科学技術｣で我が国が目指すべき未来社会

の姿としてSociety 5.0を初めて提唱した。なお、Society 5.0

を推奨する中で、経済産業省が推進するDX(デジタルトランス

フォーメーション)も重要となってきている。近年建設業界で

は、急速な高齢化による次世代の担い手として若年層への技

術継承が大きな課題となっており、国交省ではこれらを踏ま

え、3次元モデルを活用し、事業の効率化及び高度化を図るこ

とを目的としたBIM/CIMの活用が主軸へと移行しつつある。 

本稿では、設計を行う上で必要となる地形図データを今後

も利活用可能となるよう従来の国土地理院地図データに加え

UAV測量の融合により作成し、業務活用した実例を報告する。 

2．概要 
本計画地は、水害が頻繁に発生している地区を守るため、

河川改修により川幅を広げる事業が進められている。河川改

修に伴い、河川に隣接した住宅移転や道路等移設について、

段階別整備･施工性など総合的な観点で事業化に向けた整備

内容の検討を実施している。 

本業務に必要な広範囲を網羅した地形図が存在しなかった

ため、新たに地形図の作成が必要となった。着手段階では、

活用可能な地形図は、管理者が所有する台帳及び基盤地図情

報のみであった。台帳では、地形範囲が狭く周辺状況を把握

することが困難であり、基盤地図情報では、道路幅員や施設

などの精度が粗いため、実在の現況とは大きく異なり、比較

検討において補償費算定が困難であることが判明していた。 

なお関係機関協議も多数予定されており、早期に設計への

移行が最優先事項であることから、短時間で検討に必要な精

度を有し、かつ低コストを意識した地形図作成に向けて検討

を行った。 

これらを踏まえ、最新情報の取得かつ地形図作成の時間短

縮のため、UAV撮影と国土地理院の基盤地図情報(5mメッシュ)

の融合による地形図作成を発注者に提案した。なお標高は、

基盤地図情報の標高に合わせることで整合を図った。 

 

 

3．UAV測量 
3-1.概要 

UAV撮影は、撮影飛行上の障害有無及び離発着箇所等現地状

況、作成する3次元点群の位置精度、地上画素寸法、対地高度、

使用機器、地形形状、気象条件等を考慮のうえ実施した。ま

た測量対象エリアは9エリアに区分し、各エリアでのデータを

合成し、オルソ及び地形図データを作成した。(図-1)(表-1) 

本作業体制は、現場班長1名,操縦者1名,監視保安1名、機体

監視者1名の計4名で行った。(写真-1) 

 
図-1 測量対象箇所 

  
写真-1 作業風景 

表-1 撮影飛行計画設定表 

項目 内容 

作業項目 空中写真撮影 

使用機体 
DJI製 Phantom3 standard（標準搭載カメラ） 

DJI製 Phantom4 RTK Pro Ver 2.0（標準搭載カメラ） 

解像度 約 5.0cm/ピクセル 

飛行高度 対地高度=約 100～130m 

↓ここから入力してください。 

検査の様子▶P.37

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。
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■施設概要
建 物 用 途：高等学校
工　　　期：校舎棟　平成26年10月10日～平成28年７月28日
　　　　　：体育館　平成29年２月28日～平成30年６月29日
構造・階数：RC造　４階建（校舎棟）	 RC造＋鉄骨造　３階建（体育館）
延 床 面 積：10,133m²（校舎棟）	 5,726m²（体育館）

■設計概要
　新潟商業高等学校は明治16年設立開校の伝統ある学校で、「新潟商業高等学校改築基本
構想」等に基づき、「豊かな教育環境」、「地域の顔」、「まちづくりの核」、「災害時の避難所」
等を基本設計のテーマとして計画するとともに、伝統校にふさわしい格調のあるデザイン
としている。（表紙写真は校舎棟正面）


